
 
 

負傷者対応マニュアル  
★事故を発見した場合は下のチャートにしたがって、被害状況を正確に把握した上で、各配置場所の責

任者に携帯電話等で連絡すること。 

★事故後の選手自身の競技中止または続行の判断は、各役員の判断で行うこと。（本人の意志に従う必

要はありません）。また、判断できない場合はメディカルに連絡すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                                                 
                                                 

意識がある 
 

選手に話しかける 

「大丈夫ですか？ 

続けられますか？」 

選手から応答を聞く 
 

「大丈夫です。続けられます。」 

異常があると予想される場合は競

技を中止させる。判断が難しい場合

は責任者の到着を待つ。 

外傷・顔色などに異常がない場合

競技を再開させる。 

 

「続けられません。止めます。」 

意識がない 
 

119番通報 

負傷者/急病人発見 

優先① 無線 

優先②  TEL 090-2060-9147 （医師 笠次） 

優先③  TEL 090₋4037₋8090 （調整 林） 

報告事項  ①119 の場合・・・近江八幡市で開催中のトライアスロンで負傷者/急病人です。 

           ②無線の場合事故・・・負傷者/急病人が発生しました。 

  事故発生現場（おおまかでいい）と氏名  

           負傷者のレースナンバー/急病人の配置等と事故者の数     

                  意識はあるか 呼吸はあるか？ ＡＥＤ用意あり 

                  骨折やけが、出血はしているか 

                  レース続行させたかまたは中止したか 

  119 番通報した場合は①のあとは、指令課員の聞き取りに対し答えること。 

  競技を中止した選手にはアンクルバンドを外し、安全な場所で待機するよう指示すること。

  アンクルバンドは本部役員に渡すこと。 

 


